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1．図1のようなz1とz2間の有限長の電流が，電流からrだけ離れた位置Pに作る磁束

密度の大きさBをビオ-サバールの法則によって計算する。 

(i) 位置zにある電流素片Izが点Pに作る磁束密度の大

きさBを求めよ。図中のを用いてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 

 (ii) Bを1，2を用いてあらわせ。(ヒント： 

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(裏へ続く) 
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 (iii) 上記のBをz1，z2を用いてあらわせ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(iv) 電流が無限長となった場合のBをあらわせ。 

 


